
古
松
崇
志
著

『
ユ
ー
ラ
シ
ア
東
方
の
多
極
共
存
時
代	

	
─
─
大
モ
ン
ゴ
ル
以
前
─
─
』

舩　

田　

善　

之

　

文
字
ど
お
り
の
待
望
の
大
著
が
出
た
。
著
者
の
古
松
崇
志
は
、
ユ
ー
ラ
シ

ア
東
方
史
、
と
り
わ
け
一
〇
〜
一
三
世
紀
（「
中
国
史
」
風
に
い
え
ば
遼
宋

金
元
代
）
の
王
朝
間
関
係
を
専
門
と
す
る
。
す
で
に
、
一
般
向
け
の
書
籍
と

し
て
著
さ
れ
た
『
草
原
の
制
覇
─
大
モ
ン
ゴ
ル
ま
で
』（
岩
波
書
店
、
二
〇

二
〇
）、
複
数
の
共
編
著
及
び
多
く
の
論
文
に
よ
っ
て
、
当
該
分
野
を
代
表

す
る
研
究
者
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
総
頁
数
八
〇
〇
頁
を
超
え
る
本
書
は
、

著
者
が
二
〇
〇
三
年
以
来
発
表
し
て
き
た
諸
論
文
を
ベ
ー
ス
に
、
新
た
に
書

き
下
ろ
し
た
章
も
加
え
て
再
構
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
著
者
の
研
究
を
専
著

に
よ
っ
て
体
系
的
に
通
読
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
喜
び
た
い
。
本
書

は
、
次
の
よ
う
に
三
部
一
三
章
に
序
章
・
終
章
を
加
え
て
構
成
さ
れ
る
。

　

序
章　

ユ
ー
ラ
シ
ア
東
方
の
多
極
共
存
時
代
と
は
何
か
─
問
題
の
所
在
─

第
Ⅰ
部　

一
〇
～
一
三
世
紀
の
ユ
ー
ラ
シ
ア
東
方
に
お
け
る
王
朝
間
関
係

　

第
一
章　

契
丹
・
北
宋
間
の
澶
淵
体
制
と
国
境

　

第
二
章　

契
丹
・
北
宋
間
に
お
け
る
外
交
文
書
と
し
て
の
牒

　

第
三
章　

契
丹
・
北
宋
間
の
国
信
使
と
儀
礼

　

第
四
章　

�

金
・
北
宋
間
の
同
盟
を
め
ぐ
っ
て
─
外
交
交
渉
と
儀
礼
を
中
心

に
─

　

第
五
章　

金
国
の
正
旦
・
聖
節
の
儀
礼
と
外
国
使
節

第
Ⅱ
部　

契
丹
・
金
の
儀
礼
と
信
仰

　

第
六
章　

�

契
丹
の
王
権
儀
礼
と
信
仰
─
即
位
儀
礼
・
天
地
祭
祀
・
喪
葬
儀

礼
を
め
ぐ
っ
て
─

　

第
七
章　

�

契
丹
皇
帝
の
喪
葬
儀
礼
─
聖
宗
文
殊
奴
の
喪
葬
儀
礼
と
慶
陵
埋

葬
を
中
心
に
─

　

第
八
章　

�

慶
州
白
塔
建
立
の
謎
を
さ
ぐ
る
─
契
丹
皇
太
后
・
皇
帝
の
仏
教

信
仰
─

　

第
九
章　

�

法
均
と
燕
京
馬
鞍
山
の
菩
薩
戒
壇
─
契
丹
に
お
け
る
菩
薩
戒
の

流
行
─

　

第
一
〇
章　

金
国
の
祭
天
儀
礼
─
拝
天
と
郊
祀
を
め
ぐ
っ
て
─

　

第
一
一
章　

金
国
の
祖
先
祭
祀
─
御
容
祭
祀
と
宗
廟
─

第
Ⅲ
部　

多
極
共
存
時
代
の
歴
史
編
纂

　

第
一
二
章　

女
真
開
国
伝
説
の
形
成
─
『
金
史
』
世
紀
を
め
ぐ
っ
て
─

　

第
一
三
章　

�

脩
端
「
辯
遼
宋
金
正
統
」
を
め
ぐ
っ
て
─
元
代
に
お
け
る

『
遼
史
』『
金
史
』『
宋
史
』
三
史
編
纂
の
過
程
─

　

終
章　

一
〇
～
一
三
世
紀
の
ユ
ー
ラ
シ
ア
東
方
史
─
時
代
史
の
概
観
─

　

ま
ず
、
章
ご
と
に
若
干
の
コ
メ
ン
ト
を
加
え
つ
つ
、
本
書
の
概
要
を
み
て

い
こ
う
。
序
章
は
、
本
書
に
お
け
る
「
歴
史
地
域
枠
組
」
と
し
て
設
定
さ
れ

る
「
ユ
ー
ラ
シ
ア
東
方
史
」
の
説
明
か
ら
始
ま
る
。
お
お
よ
そ
パ
ミ
ー
ル
高

原
以
東
を
想
定
し
、
中
央
ユ
ー
ラ
シ
ア
史
と
中
国
史
あ
る
い
は
東
ア
ジ
ア
史

の
双
方
を
偏
り
な
く
視
野
に
入
れ
て
統
合
す
る
た
め
に
設
定
し
た
と
述
べ
る
。

次
に
、
ユ
ー
ラ
シ
ア
東
方
に
お
け
る
王
朝
間
関
係
史
の
研
究
史
が
概
観
さ
れ

①
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る
。
日
本
・
中
国
・
欧
米
・
台
湾
に
お
け
る
動
向
が
過
不
足
な
く
整
理
さ
れ
、

極
め
て
行
き
届
い
た
導
論
を
兼
ね
る
。
そ
の
上
で
本
書
の
ね
ら
い
と
構
成
が

示
さ
れ
る
。

　

王
朝
間
関
係
を
主
題
と
す
る
第
Ⅰ
部
は
五
つ
の
章
か
ら
な
る
。
第
一
章
は
、

本
書
の
重
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
る
「
澶
淵
体
制
」
に
つ
い
て
、
契
丹
・
北

宋
の
国
境
か
ら
考
察
す
る
。
そ
の
初
出
は
二
〇
〇
七
年
で
あ
り
、
本
書
所
収

論
文
の
う
ち
最
初
の
公
刊
で
は
な
い
が
、
本
書
の
構
想
の
出
発
点
に
位
置
づ

け
ら
れ
る
重
要
な
論
文
で
あ
る
。
著
者
は
、
澶
淵
の
盟
で
か
わ
さ
れ
た
誓
書

の
内
容
と
形
式
か
ら
、
そ
れ
を
「
対
等
な
政
権
間
に
結
ば
れ
る
平
和
条
約
の

一
種
」
と
み
な
し
、
国
境
の
遵
守
な
ど
平
和
維
持
の
た
め
の
規
定
や
、
歳

幣
・
外
交
儀
礼
・
管
理
貿
易
、
君
主
間
の
擬
制
的
親
族
関
係
な
ど
、「
両
国

が
対
等
な
王
朝
と
し
て
共
存
す
る
た
め
の
仕
組
み
」
を
澶
淵
体
制
と
呼
ぶ

（
本
書
、
三
一
〜
三
二
頁
）。
そ
し
て
、
国
境
に
関
す
る
地
理
条
件
、
形
態
、

管
理
制
度
や
、
人
・
モ
ノ
・
情
報
が
越
境
す
る
実
態
を
論
じ
る
。
第
二
章
は
、

契
丹
・
北
宋
間
に
お
け
る
外
交
文
書
と
し
て
の
牒
に
焦
点
を
当
て
る
。
時
代

を
問
わ
ず
、
ユ
ー
ラ
シ
ア
東
方
に
お
け
る
国
際
関
係
が
論
じ
ら
れ
る
際
、
致

書
形
式
な
ど
の
国
書
が
し
ば
し
ば
俎
上
に
載
せ
ら
れ
て
き
た
。
そ
の
型
式
や

文
言
は
、
確
か
に
国
際
秩
序
と
そ
れ
を
支
え
る
理
念
を
検
討
す
る
の
に
は
き

わ
め
て
有
効
だ
が
、
あ
る
意
味
観
念
的
で
あ
り
、
外
交
の
実
態
や
現
場
を
理

解
す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
に
く
い
。
実
務
的
な
外
交
が
な
さ
れ
る
牒
の
分
析

を
通
じ
て
こ
の
問
題
を
克
服
す
る
。
外
交
史
の
み
な
ら
ず
文
書
制
度
史
に
お

い
て
も
重
要
な
成
果
で
あ
る
。
第
三
章
は
、
契
丹
・
北
宋
間
に
お
け
る
使
節

と
そ
の
儀
礼
を
論
じ
る
。
両
国
の
使
節
が
そ
の
旅
程
で
受
け
た
接
待
と
相
手

国
の
朝
廷
に
お
け
る
朝
見
・
朝
辞
儀
の
儀
礼
の
詳
細
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ

り
、
そ
れ
ら
が
両
国
の
対
等
な
関
係
を
公
式
に
演
出
す
る
役
割
を
果
た
し
て

い
た
こ
と
も
確
認
さ
れ
る
。
契
丹
朝
廷
に
お
け
る
儀
礼
の
地
点
と
空
間
や
服

装
の
分
析
に
よ
っ
て
導
か
れ
る
、
契
丹
・
北
宋
間
の
使
節
の
往
来
と
そ
の
制

度
が
、
中
国
王
朝
・
遊
牧
王
朝
双
方
に
わ
た
る
複
合
的
な
要
素
か
ら
構
築
さ

れ
て
い
た
と
の
結
論
は
重
要
な
成
果
で
あ
る
。
第
四
章
は
、
金
と
北
宋
が
接

触
し
て
以
降
の
同
盟
を
め
ぐ
る
外
交
交
渉
と
儀
礼
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
。
契

丹
・
金
間
の
和
平
交
渉
も
含
め
、
契
丹
か
ら
金
へ
覇
権
が
移
行
す
る
お
よ
そ

十
年
の
激
動
期
に
お
け
る
、
外
交
交
渉
の
過
程
と
金
国
の
外
交
儀
礼
に
関
す

る
制
度
が
固
ま
っ
て
い
く
状
況
を
克
明
に
跡
づ
け
る
。
第
五
章
は
、
金
国
の

元
日
と
皇
帝
の
誕
生
日
の
儀
礼
、
と
り
わ
け
外
国
使
節
と
の
対
面
儀
礼
を
中

心
に
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、
金
の
政
治
体
制
と
外
交
関
係
が
連
動
し
て
展

開
し
て
い
た
こ
と
が
明
確
に
さ
れ
る
。
南
宋
の
み
な
ら
ず
、
斉
・
高
麗
・
西

夏
を
包
摂
し
た
議
論
は
、
ま
さ
に
本
書
が
掲
げ
る
「
多
極
共
存
時
代
」
の
特

徴
を
浮
き
彫
り
に
す
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。

　

儀
礼
と
信
仰
に
焦
点
を
当
て
る
第
Ⅱ
部
は
六
つ
の
章
か
ら
な
る
。
第
六
章

は
、
即
位
・
天
地
祭
祀
・
喪
葬
の
儀
礼
の
検
討
か
ら
契
丹
の
支
配
体
制
と
王

権
の
特
質
に
迫
る
。
い
ず
れ
も
契
丹
の
古
く
か
ら
の
習
俗
、
す
な
わ
ち
基
層

信
仰
と
し
て
の
シ
ャ
マ
ニ
ズ
ム
に
も
と
づ
く
儀
礼
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ

る
。
た
だ
し
、
喪
葬
に
つ
い
て
は
、
唐
制
の
模
倣
と
仏
教
儀
礼
と
し
て
の
追

善
供
養
の
実
施
が
み
ら
れ
る
こ
と
、
し
か
し
な
が
ら
、
シ
ャ
マ
ニ
ズ
ム
と
仏

教
と
は
混
淆
し
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
、
重
要
な
論
点
も
提
示
さ
れ
る
。
第
七

章
は
、
慶
陵
の
考
古
資
料
と
文
献
史
料
を
併
用
し
て
、
聖
宗
文
殊
奴
の
喪
葬

儀
礼
を
詳
細
に
検
討
す
る
。
論
点
は
多
岐
に
わ
た
る
が
、
以
下
の
論
証
は
、

き
わ
め
て
重
要
か
つ
示
唆
的
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
喪
葬
儀
礼
に
つ
い
て
、

史
料
に
現
れ
る
漢
語
語
彙
を
一
見
す
る
と
、
そ
れ
は
唐
制
、
す
な
わ
ち
儒
教

の
礼
制
に
基
づ
い
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
が
、
そ
れ
ら
の
語
彙
は
借
用
さ
れ

112　（662）



た
も
の
に
過
ぎ
ず
、
儀
礼
の
方
法
は
契
丹
の
風
習
に
基
づ
く
と
い
う
も
の
で

あ
る
。
第
八
章
は
、
慶
州
白
塔
を
事
例
に
、
契
丹
皇
太
后
・
皇
帝
の
仏
教
信

仰
を
考
察
す
る
。
一
九
八
八
年
か
ら
一
九
九
二
年
に
お
こ
な
わ
れ
た
解
体
修

理
に
と
も
な
っ
て
、
新
た
に
発
見
さ
れ
た
二
通
の
建
塔
碑
、
法
舎
利
塔
、
仏

典
『
無
垢
浄
光
大
陀
羅
尼
経
』
な
ど
も
活
用
し
、
慶
州
白
塔
建
立
の
中
心
的

な
目
的
が
、
章
聖
皇
太
后
と
皇
帝
夷
不
菫
に
よ
る
先
代
皇
帝
に
対
す
る
追
善

供
養
で
あ
っ
た
こ
と
を
解
明
す
る
。
第
九
章
は
、
戒
台
寺
に
現
存
す
る
碑
刻

の
分
析
を
通
じ
、
契
丹
治
下
の
高
僧
法
均
が
開
い
た
馬
鞍
山
の
菩
薩
戒
壇
と

当
時
の
菩
薩
戒
の
流
行
か
ら
、
政
権
と
社
会
に
お
け
る
仏
教
の
位
置
を
考
察

す
る
。
契
丹
皇
帝
と
菩
薩
戒
師
の
協
力
関
係
が
菩
薩
戒
の
流
行
を
促
進
し
、

政
権
と
仏
教
界
の
結
び
つ
き
を
強
化
し
た
こ
と
が
活
写
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、

菩
薩
戒
受
戒
熱
は
宋
や
西
夏
と
い
っ
た
国
外
ま
で
波
及
し
た
こ
と
が
論
じ
ら

れ
る
。
国
境
を
越
え
る
参
詣
者
の
存
在
を
め
ぐ
る
議
論
は
、
第
一
章
と
も
連

動
し
て
、
当
時
の
国
境
の
状
況
を
考
え
る
上
で
も
興
味
深
い
。
契
丹
皇
帝
の

金
泥
御
書
に
よ
る
戒
本
が
歴
代
の
高
僧
に
継
受
さ
れ
、
政
権
・
仏
教
界
の
結

び
つ
き
が
金
・
モ
ン
ゴ
ル
時
代
へ
と
継
承
さ
れ
た
と
す
る
指
摘
も
重
要
で
あ

る
。
第
一
〇
章
は
、
金
国
に
お
け
る
二
種
の
祭
天
儀
礼
を
検
討
す
る
。
第
一

は
、
女
真
人
伝
統
の
「
拝
天
」
で
あ
り
、
一
般
に
不
定
期
に
お
こ
な
わ
れ
る

遊
牧
王
朝
の
祭
天
儀
礼
と
異
な
り
、
定
期
的
な
年
中
行
事
で
あ
っ
た
こ
と
な

ど
が
そ
の
特
徴
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
射
柳
・
撃
毬
と
い

う
騎
馬
に
よ
る
武
芸
の
挙
行
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
騎
馬
狩
猟
民
の
性
格
が
濃

く
、
さ
ら
に
そ
れ
は
民
衆
も
観
覧
す
る
こ
と
が
で
き
る
開
放
性
を
備
え
て
い

た
。
第
二
は
、
中
原
王
朝
の
伝
統
で
あ
る
儒
教
式
の
「
郊
祀
」
で
あ
り
、
世

宗
期
に
導
入
さ
れ
た
。
女
真
の
君
主
に
と
っ
て
は
、
両
者
と
も
祭
祀
の
対
象

は
天
で
あ
り
、
そ
の
違
い
は
方
法
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
前
者
で

十
分
で
あ
っ
た
が
、
世
宗
が
内
外
の
危
機
を
乗
り
越
え
た
こ
と
を
契
機
と
し

て
後
者
も
導
入
し
た
も
の
の
、
そ
の
受
容
は
部
分
的
な
も
の
だ
っ
た
と
評
価

す
る
。
そ
し
て
、『
金
史
』
礼
志
の
冒
頭
で
郊
祀
が
王
朝
儀
礼
の
中
心
で
あ

る
よ
う
な
叙
述
に
つ
い
て
、
後
世
の
元
代
の
史
官
に
よ
っ
て
造
り
上
げ
ら
れ

た
も
の
と
み
な
す
。
こ
の
鋭
い
指
摘
は
、
非
漢
人
を
君
主
と
す
る
王
朝
に
関

す
る
正
史
な
ど
の
叙
述
を
い
か
に
解
釈
す
る
か
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
知
ら

し
め
る
。
第
一
一
章
は
、
金
国
に
お
け
る
二
種
の
祖
先
祭
祀
を
検
討
す
る
。

第
一
は
、
祖
先
の
肖
像
（
御
容
）
を
用
い
る
祭
祀
で
、
太
祖
阿
骨
打
没
後
に

始
ま
っ
た
。
そ
れ
は
、
陵
墓
の
祭
殿
と
は
別
の
御
寨
な
ど
に
建
設
さ
れ
た
太

祖
廟
で
お
こ
な
わ
れ
、
以
降
金
国
の
祖
先
祭
祀
の
中
核
を
な
し
た
。
第
二
は
、

木
製
の
位
牌
を
祭
る
宗
廟
（
太
廟
）
に
お
い
て
お
こ
な
わ
れ
る
、
中
原
王
朝

の
儒
教
の
礼
制
に
も
と
づ
く
祭
祀
で
あ
る
。
前
者
は
、
初
期
に
は
契
丹
の
酒

食
を
焼
い
て
供
え
る
焼
飯
の
継
承
が
み
ら
れ
る
の
が
特
徴
で
、
上
京
建
設
後

に
は
城
内
の
慶
元
宮
に
阿
骨
打
の
御
容
が
祭
ら
れ
、
宋
制
に
倣
っ
て
原
廟
と

呼
び
、
さ
ら
に
中
都
遷
都
の
頃
か
ら
宋
制
同
様
常
食
を
供
え
る
方
式
に
変
化

し
た
と
い
う
。
三
代
皇
帝
煕
宗
合
剌
の
治
世
初
期
に
制
度
設
計
さ
れ
た
後
者

は
、
そ
の
後
の
皇
統
継
承
と
政
変
の
影
響
を
受
け
な
が
ら
展
開
し
た
。
総
じ

て
、
契
丹
の
制
度
の
模
倣
か
ら
中
原
王
朝
の
礼
制
へ
傾
斜
し
て
い
く
傾
向
が

認
め
ら
れ
る
一
方
で
、
金
国
の
独
自
性
も
確
認
で
き
る
と
す
る
。

　

歴
史
編
纂
を
テ
ー
マ
に
据
え
る
第
Ⅲ
部
は
、
二
章
か
ら
成
る
。
第
一
二
章

は
、『
金
史
』
世
紀
の
文
献
学
的
研
究
か
ら
女
真
の
始
祖
説
話
の
形
成
と
金

国
の
王
朝
建
設
を
論
じ
る
。
阿
骨
打
の
金
国
の
急
激
な
勢
力
拡
大
に
よ
り
、

広
大
な
地
域
に
分
散
居
住
し
て
い
た
女
真
系
集
団
を
ま
と
め
あ
げ
る
伝
承
が

形
成
さ
れ
、
い
わ
ゆ
る
「
大
女
真
」
意
識
が
王
朝
建
設
の
ツ
ー
ル
と
な
っ
た

と
主
張
す
る
。
そ
し
て
、
始
祖
説
話
の
形
成
過
程
は
、
阿
骨
打
期
の
宗
翰
に
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よ
る
老
人
か
ら
の
聴
き
取
り
、
太
宗
呉
乞
買
期
の
開
国
史
編
纂
事
業
、
煕
宗

合
剌
期
の
『
祖
宗
実
録
』
の
献
上
と
い
う
三
段
階
を
経
て
お
り
、
そ
の
第
一

段
階
が
記
憶
か
ら
記
録
へ
移
行
す
る
重
要
な
メ
ル
ク
マ
ー
ル
で
あ
っ
た
と
説

く
。
第
一
三
章
は
、
脩
端
「
辯
遼
宋
金
正
統
」
の
精
緻
な
分
析
と
広
汎
な
関

連
史
料
の
渉
猟
に
基
づ
き
、
元
代
の
『
遼
史
』『
金
史
』『
宋
史
』
編
纂
に
至

る
過
程
を
解
明
す
る
。
そ
し
て
、
大
元
ウ
ル
ス
に
よ
る
正
史
編
纂
が
元
末
ま

で
遅
滞
し
た
要
因
を
正
統
論
争
や
モ
ン
ゴ
ル
支
配
層
の
正
史
編
纂
へ
の
無
関

心
に
求
め
る
通
説
を
批
判
し
、
大
元
ウ
ル
ス
政
権
が
当
初
か
ら
構
想
し
て
い

た
三
史
編
纂
の
基
本
方
針
は
、
正
統
論
争
に
よ
っ
て
揺
ら
ぐ
こ
と
は
な
か
っ

た
と
結
論
づ
け
る
。
五
代
以
来
の
分
裂
期
の
史
観
と
華
夷
・
正
閏
を
め
ぐ
る

正
統
論
は
存
在
し
た
が
、
遼
・
金
・
北
宋
・
南
宋
の
歴
史
を
編
纂
す
べ
き
と

す
る
脩
端
の
主
張
は
、
北
の
契
丹
・
金
国
が
南
の
五
代
・
北
宋
・
南
宋
に
対

し
て
優
勢
に
立
ち
つ
つ
併
存
す
る
と
い
う
歴
史
の
現
実
を
公
平
に
判
断
し
た

立
場
か
ら
な
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
は
大
元
ウ
ル
ス
の
方
針
や
そ
れ
を
支
え
た

史
官
た
ち
の
意
向
と
も
合
致
し
て
い
た
と
す
る
解
釈
は
説
得
力
を
有
す
る
。

　

本
書
を
総
括
す
る
終
章
は
、
一
〇
〜
一
三
世
紀
の
ユ
ー
ラ
シ
ア
東
方
史
に

つ
い
て
、
王
朝
間
関
係
や
国
際
情
勢
を
中
心
に
概
述
す
る
と
と
も
に
、
総
括

と
展
望
を
提
示
す
る
。
契
丹
・
北
宋
が
相
互
に
相
手
君
主
を
天
子
・
皇
帝
と

し
て
承
認
す
る
こ
と
に
よ
る
対
等
関
係
の
画
期
性
に
加
え
、
両
者
の
自
他
認

識
に
も
議
論
は
及
び
、
契
丹
が
「
中
華
」
と
し
て
の
自
意
識
を
包
摂
す
る
こ

と
な
ど
重
要
な
論
点
が
提
示
さ
れ
る
。
最
後
に
、
中
央
ユ
ー
ラ
シ
ア
史
な
い

し
内
陸
ア
ジ
ア
史
や
海
域
史
ま
で
視
野
を
拡
げ
て
、
多
国
体
制
を
検
討
し
、

ユ
ー
ラ
シ
ア
東
方
史
を
総
述
す
る
こ
と
が
課
題
と
し
て
提
示
さ
れ
る
。

　

本
書
の
各
章
の
ほ
と
ん
ど
は
、
著
者
が
す
で
に
刊
行
し
た
論
文
に
基
づ
い

て
い
る
。
こ
れ
ら
に
全
面
的
な
新
稿
と
し
て
の
第
四
章
と
第
一
一
章
を
加
え
、

一
部
の
章
は
、
複
数
の
論
文
を
組
み
直
し
、
さ
ら
に
各
章
に
改
訂
を
施
し
て

い
る
。
結
果
と
し
て
、
本
書
は
、
対
象
と
す
る
諸
王
朝
の
相
互
関
係
、
そ
れ

ら
の
外
交
・
儀
礼
・
信
仰
及
び
歴
史
叙
述
に
つ
い
て
、
中
核
的
な
課
題
を
網

羅
し
て
練
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
著
者
が
本
研
究
を
構
想
し
て
以
来
、
一
貫

し
た
問
題
関
心
の
下
で
、
適
切
に
設
定
し
た
諸
課
題
に
取
り
組
ん
で
き
た
賜

物
で
あ
ろ
う
。

　

本
書
を
貫
く
特
徴
は
、
著
者
の
博
覧
強
記
に
由
来
す
る
、
幅
広
い
先
行
研

究
へ
の
目
配
り
と
、
多
種
多
彩
な
史
料
の
活
用
、
徹
底
的
な
文
献
学
的
手
法

に
基
づ
く
精
緻
な
論
証
で
あ
る
。
一
八
〇
頁
に
わ
た
る
注
と
三
三
頁
に
わ
た

る
参
考
文
献
の
読
者
を
圧
倒
す
る
分
量
は
、
こ
の
こ
と
を
端
的
に
示
す
。
本

文
・
注
の
各
所
に
み
ら
れ
る
史
料
の
博
引
旁
証
は
、
考
証
学
を
彷
彿
さ
せ
る
。

こ
れ
ら
の
論
証
の
堅
実
さ
と
、
漢
籍
と
そ
の
版
本
に
対
す
る
著
者
の
造
詣
の

深
さ
に
は
感
服
を
禁
じ
得
な
い
。

　

本
書
の
第
二
の
特
徴
は
、
依
拠
す
る
史
料
の
大
半
が
宋
側
の
漢
語
史
料
で

あ
り
な
が
ら
、
中
国
中
心
的
な
歴
史
の
見
方
を
相
対
化
し
、
宋
王
朝
中
心
に

捉
え
ら
れ
て
き
た
、
一
〇
〜
一
三
世
紀
の
ユ
ー
ラ
シ
ア
東
方
に
お
け
る
国
際

関
係
の
歴
史
像
を
大
き
く
書
き
換
え
る
こ
と
に
成
功
し
た
こ
と
で
あ
る
。
そ

の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
分
析
は
、
漢
語
史
料
の
癖
を
踏
ま
え
た
上
で
、
建
前

の
言
説
や
漢
文
化
に
よ
る
解
釈
に
引
き
つ
け
た
叙
述
の
本
質
を
見
抜
く
手
腕

に
も
裏
づ
け
ら
れ
る
（
本
書
、
三
一
〇
〜
三
一
一
、
四
二
六
頁
な
ど
）。

　

第
三
の
特
徴
と
し
て
、
実
証
的
な
論
証
と
そ
の
結
論
に
基
づ
い
て
、
よ
り

大
き
な
枠
組
み
の
議
論
に
寄
与
す
る
こ
と
を
試
み
て
い
る
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。

す
な
わ
ち
、
当
該
時
期
の
国
際
秩
序
の
特
徴
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
と
と
も

に
、
そ
れ
を
世
界
史
上
に
お
け
る
国
際
秩
序
の
普
遍
性
の
中
に
位
置
づ
け
る
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こ
と
を
試
み
て
い
る
。
日
本
史
・
西
洋
史
も
含
め
て
、
広
く
歴
史
学
研
究
者

に
読
ま
れ
る
べ
き
専
著
で
あ
る
。
評
者
の
研
究
領
域
で
あ
る
モ
ン
ゴ
ル
時
代

か
ら
み
て
も
、
各
所
に
そ
の
時
代
へ
の
影
響
が
論
じ
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
の
論

点
に
は
、
個
別
の
論
文
の
中
核
に
な
る
よ
う
な
知
見
が
含
ま
れ
て
お
り
、
モ

ン
ゴ
ル
帝
国
・
大
元
ウ
ル
ス
研
究
へ
の
貢
献
は
大
き
い
（
本
書
、
九
五
、
三

九
二
、
四
〇
四
、
四
五
七
〜
四
五
八
頁
、
及
び
第
一
三
章
な
ど
）。

　

以
上
の
よ
う
に
、
本
書
は
、
研
究
史
上
重
要
な
価
値
を
有
す
る
専
著
と
評

価
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
率
直
に
言
っ
て
、
こ
の
重
厚
な
成
果
に
対
し
て
批

判
を
加
え
る
こ
と
は
、
評
者
の
能
力
に
余
る
。
望
蜀
の
言
を
以
て
書
評
の
責

を
塞
ぐ
こ
と
を
諒
解
さ
れ
た
い
。

　

「
澶
淵
体
制
」
と
そ
れ
を
継
承
す
る
多
国
体
制
に
よ
っ
て
維
持
さ
れ
た

「
多
極
共
存
時
代
」
が
、
本
書
の
提
示
す
る
ユ
ー
ラ
シ
ア
東
方
に
お
け
る
一

〇
〜
一
三
世
紀
の
時
代
像
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
が
、
序
章
に
お
い
て
も

提
示
さ
れ
る
、
一
九
七
〇
〜
八
〇
年
代
の
欧
米
や
台
湾
の
研
究
に
よ
っ
て
提

唱
さ
れ
た
「
多
国
体
制
」「
盟
約
の
時
代
」
と
い
っ
た
国
際
秩
序
や
時
代
像

（
本
書
、
一
一
〜
一
五
頁
）
と
如
何
に
異
な
る
の
か
は
、
必
ず
し
も
明
確
に

説
明
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
本
書
で
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
盟
約
の
詳
細
や
そ
れ
ら
の
歴
史
的
経
緯
、
外
交
の
場
に
お
け
る
儀
礼
と

格
式
、
契
丹
・
金
の
祭
祀
・
儀
礼
な
ど
、
関
連
す
る
多
岐
に
わ
た
る
問
題
に

つ
い
て
、
そ
の
解
像
度
を
極
め
て
精
緻
な
も
の
と
し
た
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ま

で
の
し
ば
し
ば
宋
を
中
心
と
し
て
理
解
さ
れ
て
き
た
見
方
を
大
き
く
刷
新
す

る
こ
と
に
も
成
功
し
て
い
る
。
他
方
で
、
視
点
が
契
丹
・
金
国
に
偏
ら
な
い

よ
う
留
意
さ
れ
て
い
る
。
本
書
の
成
果
と
新
た
な
視
点
は
疑
い
な
い
が
、
こ

れ
ま
で
の
「
多
国
体
制
」「
盟
約
の
時
代
」
と
い
っ
た
理
解
と
の
差
分
を
終

章
で
明
示
的
に
列
挙
し
て
ほ
し
か
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

こ
の
こ
と
に
関
連
し
て
述
べ
る
と
、
本
書
の
議
論
は
、
契
丹
と
北
宋
、
金

国
と
南
宋
と
い
う
二
つ
の
二
国
間
関
係
に
焦
点
を
当
て
て
展
開
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
多
極
共
存
時
代
の
ユ
ー
ラ
シ
ア
東
方
の
歴
史
に
つ
い
て
、
遊
牧

民
・
狩
猟
民
の
王
朝
と
中
国
王
朝
と
を
二
項
対
立
的
に
理
解
す
る
視
座
を
読

者
に
提
供
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
帯
に
揭
げ
ら
れ
る
コ
ピ
ー
「
遊
牧
王
朝
と

中
国
王
朝　

な
ぜ
数
百
年
間
も
併
存
で
き
た
の
か
」
は
、
著
者
の
発
案
で
は

な
い
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
に
国
際
関
係
を
考
え
る
上
で
の
難
し
さ
が
集
約

さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
本
書
が
設
定
し
た
課
題
に
取

り
組
む
た
め
に
は
、
こ
の
二
つ
の
二
国
間
関
係
の
検
討
か
ら
着
手
す
る
の
は

定
石
で
あ
り
、
か
つ
残
存
す
る
史
料
か
ら
み
て
も
妥
当
な
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ

る
。
加
え
て
、
西
夏
・
高
麗
・
斉
も
含
め
て
多
角
的
な
議
論
も
な
さ
れ
て
い

る
の
は
、「
多
極
共
存
」
を
タ
イ
ト
ル
に
掲
げ
る
著
者
の
面
目
躍
如
た
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。
た
だ
し
、
本
書
か
ら
得
ら
れ
る
多
極
共
存
の
中
核
は
、
前
半

が
契
丹
・
北
宋
、
後
半
が
金
・
南
宋
と
い
う
二
大
国
の
関
係
が
国
際
秩
序
を

規
定
し
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
二
大
国
が
主
軸
と
な
っ
て
構

築
し
た
国
際
秩
序
が
、
西
夏
・
高
麗
な
ど
近
隣
の
中
小
の
諸
王
朝
に
波
及
し
、

西
夏
・
高
麗
な
ど
は
い
わ
ゆ
る
「
澶
淵
体
制
」
を
受
動
的
に
受
容
す
る
立
場

で
あ
っ
た
と
い
う
印
象
を
抱
か
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、「
澶
淵
体
制
」
の
画
期
性
の
一
つ
に
、
名
分
と
し
て
の
対
等
、
す

な
わ
ち
双
方
を
天
子
・
皇
帝
と
認
め
合
う
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、

他
の
時
代
に
な
い
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。
著
者
が
「
分
裂
時
代
」
で
は
な
く

「
多
極
共
存
時
代
」
と
称
す
所
以
で
あ
ろ
う
。
こ
の
対
等
性
が
歴
史
的
に
ど

の
よ
う
な
意
味
を
も
つ
の
か
、
共
存
の
持
続
に
ど
の
よ
う
に
作
用
し
た
の
か
、

さ
ら
に
議
論
を
深
化
さ
せ
て
ほ
し
か
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
他
方
で
、
著
者

②
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は
、
総
じ
て
軍
事
的
に
優
勢
で
あ
っ
た
契
丹
・
金
国
が
主
導
権
を
握
っ
て
い

た
と
い
う
解
釈
を
示
す
。
評
者
も
そ
の
解
釈
が
妥
当
だ
と
考
え
る
が
、
そ
う

で
あ
る
な
ら
ば
、
名
分
と
し
て
の
対
等
が
選
択
さ
れ
た
要
因
も
知
り
た
い
と

こ
ろ
で
あ
る
。
対
等
関
係
は
あ
く
ま
で
も
名
分
で
あ
っ
て
、
一
時
期
の
金
国

や
他
の
時
代
に
お
い
て
選
択
さ
れ
た
上
下
関
係
と
実
質
的
な
違
い
は
な
い
の

で
あ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
、
そ
の
と
き
ど
き
の
軍
事
力
や
内
政
・
財
政
の
事

情
に
影
響
さ
れ
、
双
方
の
固
執
と
譲
歩
と
に
よ
っ
て
偶
発
的
に
選
択
さ
れ
た

結
果
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

ま
た
、
第
Ⅲ
部
に
つ
い
て
は
、
著
者
自
身
が
「
あ
と
が
き
」
に
お
い
て

「
内
容
が
中
途
半
端
」
と
説
明
し
て
い
る
（
本
書
、
七
六
三
頁
）
が
、
二
つ

の
章
と
も
に
高
質
な
論
考
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
こ
れ
ら
は
本
書
に
収
録
す
る

の
で
は
な
く
、
歴
史
編
纂
を
主
た
る
テ
ー
マ
と
す
る
専
著
と
し
て
、
今
後
の

研
究
と
あ
わ
せ
て
別
に
ま
と
め
た
方
が
よ
か
っ
た
よ
う
に
思
う
。
以
上
、
本

書
は
ほ
と
ん
ど
非
の
打
ち
所
の
な
い
内
容
で
あ
る
た
め
、
な
い
も
の
ね
だ
り

の
指
摘
に
終
始
し
た
こ
と
を
海
容
い
た
だ
き
た
い
。

　

最
後
に
、
本
書
を
優
れ
た
専
著
た
ら
し
め
る
も
う
一
つ
の
要
素
と
し
て
、

著
者
の
柔
軟
な
研
究
姿
勢
に
つ
い
て
も
言
及
し
た
い
。
著
者
自
身
も
述
べ
る

よ
う
に
、
本
書
に
関
わ
る
研
究
分
野
は
、
著
者
が
関
連
す
る
論
文
を
公
表
し

た
前
後
よ
り
現
在
に
至
る
ま
で
大
き
く
展
開
し
た
。
著
者
は
、
そ
の
後
公
刊

し
た
論
文
に
お
い
て
も
、
本
書
に
お
い
て
も
、
他
の
研
究
者
が
提
示
し
た
議

論
や
成
果
を
極
め
て
謙
虚
か
つ
適
切
に
吟
味
・
検
討
し
た
上
で
、
自
身
の
研

究
に
反
映
さ
せ
て
い
る
。
例
え
ば
、「
ユ
ー
ラ
シ
ア
東
方
」
と
い
う
地
域
に

つ
い
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
論
者
が
「
東
ユ
ー
ラ
シ
ア
」「
ユ
ー
ラ
シ
ア
東

部
」「
東
部
ユ
ー
ラ
シ
ア
」
な
ど
を
そ
れ
ぞ
れ
の
文
脈
で
使
用
し
、
さ
ら
に

は
こ
れ
ら
の
地
域
区
分
自
体
の
妥
当
性
に
も
少
な
か
ら
ぬ
批
判
が
寄
せ
ら
れ

た
。
評
者
は
、
著
者
の
研
究
対
象
と
そ
の
テ
ー
マ
と
し
て
、
こ
の
地
域
概
念

の
範
囲
は
き
わ
め
て
妥
当
と
受
け
止
め
て
い
た
。
そ
の
一
方
で
、
著
者
を
含

め
、
多
く
の
論
者
が
お
お
む
ね
パ
ミ
ー
ル
以
東
に
限
定
す
る
こ
と
に
つ
い
て

は
、
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
史
・
中
央
ユ
ー
ラ
シ
ア
史
の
観
点
か
ら
、
パ
ミ
ー
ル
高

原
以
西
を
切
り
捨
て
る
こ
と
へ
の
違
和
感
も
あ
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、

荒
川
正
晴
が
パ
ミ
ー
ル
以
西
の
西
ト
ル
キ
ス
タ
ン
か
ら
イ
ン
ド
に
至
る
地
域

も
重
要
な
構
成
要
素
と
し
て
包
摂
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
が
、
著
者
も
堅
い

輪
郭
を
想
定
す
る
も
の
で
は
な
い
と
し
て
、
モ
ン
ゴ
リ
ア
・
東
ト
ル
キ
ス
タ

ン
と
の
か
か
わ
り
を
踏
ま
え
て
西
ト
ル
キ
ス
タ
ン
ま
で
射
程
に
入
れ
る
荒
川

の
提
案
を
是
と
し
て
い
る
（
本
書
、
四
頁
、
五
八
一
頁
注
一
三
）。

　

第
Ⅰ
部
の
中
核
と
な
る
「
澶
淵
体
制
」
に
つ
い
て
も
、
第
一
章
の
基
と
な

っ
た
論
文
の
初
出
時
か
ら
そ
の
定
義
に
補
訂
を
施
し
て
い
る
（
本
書
、
五
五

八
〜
五
五
九
頁
）。
そ
し
て
、
澶
淵
の
盟
の
起
源
を
雲
中
会
盟
に
求
め
る
毛

利
英
介
や
、「
澶
淵
体
制
」
の
枠
組
み
を
維
持
し
つ
つ
も
君
臣
関
係
を
構
築

し
た
金
国
の
国
際
秩
序
へ
の
志
向
を
看
取
し
た
井
黒
忍
ら
の
成
果
も
踏
ま
え

て
、
自
説
に
微
修
正
や
補
足
を
施
す
（
本
書
、
五
五
六
〜
五
五
七
、
五
六
七

頁
）
と
と
も
に
、
さ
ら
に
新
た
な
研
究
へ
と
昇
華
さ
せ
て
い
る
（
本
書
、
第

四
、
五
章
な
ど
）。
著
者
の
当
初
の
構
想
が
妥
当
で
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
い

わ
ば
イ
ン
タ
ー
プ
レ
イ
の
よ
う
に
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
が
相
互
に
共
鳴
し
て
き

た
と
い
っ
て
も
よ
い
。
こ
れ
に
加
え
、
著
者
の
学
界
動
向
へ
の
丁
寧
な
目
配

り
と
、
他
者
の
研
究
の
価
値
を
適
確
に
見
極
め
る
能
力
と
が
、
初
出
時
す
で

に
高
質
で
あ
っ
た
原
載
論
文
を
よ
り
高
い
水
準
に
引
き
上
げ
た
と
み
な
す
こ

と
が
で
き
る
。
著
者
の
実
直
な
研
究
の
さ
ら
な
る
成
果
に
期
待
し
て
本
書
評

を
結
び
た
い
。
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本
書
の
書
評
と
し
て
、
す
で
に
以
下
の
二
本
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
あ
わ
せ
て

参
照
さ
れ
た
い
。
渡
辺
健
哉
「
書
評　

古
松
崇
志
著
『
ユ
ー
ラ
シ
ア
東
方
の
多
極

共
存
時
代
─
大
モ
ン
ゴ
ル
以
前
』」（『
文
明
動
態
学
』
四
、
二
〇
二
五
、
二
八
七

〜
二
九
三
頁
）、
毛
利
英
介
「
書
評　

古
松
崇
志
著
『
ユ
ー
ラ
シ
ア
東
方
の
多
極

共
存
時
代
─
大
モ
ン
ゴ
ル
以
前
』」（『
歴
史
評
論
』
九
〇
一
、
二
〇
二
五
、
八
〇

〜
八
四
頁
）。

も
ち
ろ
ん
、
著
者
が
そ
の
よ
う
に
言
明
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で

も
読
者
側
の
印
象
に
過
ぎ
な
い
。
著
者
は
極
め
て
慎
重
に
相
対
的
な
見
解
を
提
示

し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
を
補
足
し
て
お
き
た
い
。
ま
た
、
西
夏
・
高
麗
か
ら
み

た
当
時
の
国
際
秩
序
の
あ
り
方
は
、
西
夏
史
・
高
麗
史
の
立
場
か
ら
検
討
さ
れ
る

べ
き
課
題
か
も
し
れ
な
い
。
な
お
、
高
麗
史
に
つ
い
て
は
、
豊
島
悠
果
に
よ
っ
て

重
要
な
成
果
が
出
さ
れ
て
い
る
。
豊
島
悠
果
「
一
一
一
六
年
入
宋
高
麗
使
節
の
体

験
─
外
交
と
文
化
交
流
の
現
場
─
」（『
朝
鮮
学
報
』
二
一
〇
、
二
〇
〇
九
、
一
〜

五
五
頁
）、「
宋
外
交
に
お
け
る
高
麗
の
位
置
付
け
─
国
書
上
の
礼
遇
の
検
討
と
相

対
化
─
」（
平
田
茂
樹
・
遠
藤
隆
俊
編
『
外
交
資
料
か
ら
十
～
十
四
世
紀
を
探

る
』
汲
古
書
院
、
二
〇
一
三
、
一
四
一
〜
一
七
〇
頁
）、「
金
朝
の
外
交
制
度
と
高

麗
使
節
─
一
二
〇
四
年
賀
正
使
節
行
程
の
復
元
試
案
─
」（『
東
洋
史
研
究
』
七
三

─
一
、
二
〇
一
四
、
三
三
〜
六
七
頁
）
な
ど
。
豊
島
に
は
『
高
麗
王
朝
の
儀
礼
と

中
国
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
一
七
）
を
始
め
と
し
て
祖
先
祭
祀
や
儀
礼
に
関
す
る

成
果
も
多
い
。

こ
の
地
域
区
分
を
め
ぐ
る
視
座
と
議
論
な
ら
び
に
論
者
間
の
齟
齬
を
整
理
し
た

も
の
と
し
て
、
伊
藤
一
馬
「「
東
部
ユ
ー
ラ
シ
ア
」
の
現
在
」（『
神
女
大
史
学
』

四
〇
、
二
〇
二
三
、
五
三
〜
八
一
頁
）
を
参
照
。

荒
川
正
晴
「
中
華
世
界
の
再
編
と
ユ
ー
ラ
シ
ア
東
部
」（
荒
川
正
晴
ほ
か
編

『
中
華
世
界
の
再
編
と
ユ
ー
ラ
シ
ア
東
部　

四
〜
六
世
紀
』
岩
波
講
座
世
界
歴
史

六
、
岩
波
書
店
、
二
〇
二
二
、
三
〜
七
七
頁
）。
荒
川
が
そ
の
後
発
表
し
た
下
記

も
参
照
。
荒
川
正
晴
「
ユ
ー
ラ
シ
ア
東
部
論
再
考
─
「
世
界
」
の
一
体
化
へ
の
胎

動
を
如
何
に
考
え
る
か
─
」（『
史
学
研
究
』
三
一
八
、
二
〇
二
四
、
一
〜
二
九

頁
）。毛

利
英
介
「
澶
淵
の
盟
の
歴
史
的
背
景
─
雲
中
の
会
盟
か
ら
澶
淵
の
盟
へ
」

（『
史
林
』
八
九
─
三
、
二
〇
〇
六
、
七
五
〜
一
〇
五
頁
）。

井
黒
忍
「
金
初
の
外
交
史
料
に
見
る
ユ
ー
ラ
シ
ア
東
方
の
国
際
関
係
─
『
大
金

弔
伐
録
』
の
検
討
を
中
心
に
─
」（
荒
川
慎
太
郎
・
高
井
康
典
行
・
渡
辺
健
哉
編

『
遼
金
西
夏
史
研
究
の
現
在
』
三
、
東
京
外
国
語
大
学
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
言
語

文
化
研
究
所
、
二
〇
一
〇
、
三
一
〜
四
五
頁
）。

（
Ａ
5
判
、
口
絵
四
頁
＋
ｘ
＋
七
六
五
＋
五
四
頁
、
名
古
屋
大
学
出
版
会

二
〇
二
四
年
二
月
、
税
込
一
四
三
〇
〇
円
）

（
広
島
大
学
大
学
院
人
間
社
会
科
学
研
究
科
准
教
授
）

［
附
記
］�

本
研
究
は
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費
Ｊ
Ｐ
2‌
3
Ｋ
2
5
3
5
4
、
Ｊ
Ｐ
2‌
4
Ｈ

0
0
0
9
7
の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。
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